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衆
議
院
議
員
高
井
美
穂
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出
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有
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イ
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業
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す
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し
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別
紙
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弁
書
を
送

付
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る
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衆
議
院
議
員
高
井
美
穂
君
提
出
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
規
制
と
電
気
通
信
事
業
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

子
ど
も
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害
情
報
か
ら
守
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
府
省
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
事
務

の
範
囲
で
、
各
種
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、
例
え
ば
、
平
成
十
九
年
十
月
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害
情

報
に
関
す
る
集
中
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
る
な
ど
、
関
係
府
省
の
連
携
を
図
る
た
め
に
内
閣
官
房
の
主
導
の
も
と
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
違
法
・
有
害
情
報
等
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
を
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・
有
害
情
報
対
策
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
自
主
的
な
取
組
を
促
進
す
る
施
策
を
中
心
に
行
っ

て
お
り
、
今
後
と
も
関
係
府
省
が
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
、
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

現
在
、
政
府
に
お
い
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
利
用
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
法
律
案
を
提
出
す
る
予
定
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
第
一
項
第
十

一



二
号
に
規
定
す
る
「
適
正
か
つ
合
理
的
で
な
い
た
め
」
と
は
、
電
気
通
信
役
務
の
確
実
か
つ
安
定
的
な
提
供
が
確
保
さ
れ
な

い
状
態
の
こ
と
、
「
電
気
通
信
の
健
全
な
発
達
」
と
は
、
電
気
通
信
分
野
に
お
け
る
技
術
革
新
等
に
よ
り
、
多
種
多
様
な
サ

ー
ビ
ス
が
よ
り
低
廉
で
、
か
つ
、
よ
り
良
質
な
も
の
と
し
て
安
定
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
「
国
民
の
利
便
の
確
保
」
と

は
、
電
気
通
信
を
通
じ
て
豊
か
で
快
適
な
国
民
生
活
が
実
現
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
産
業
経
済
が
効
率
化
・
活
性
化
す

る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
が
個
々
の
事
案
ご
と
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

六
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て

総
務
大
臣
が
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
十
二
号
に
基
づ
く
業
務
改
善
命
令
を
発
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
個

々
の
事
案
ご
と
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
法
は
電
気
通
信
役
務

の
確
実
か
つ
安
定
的
な
提
供
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
を
規

制
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

九
及
び
十
二
に
つ
い
て

二



御
指
摘
の
答
弁
は
、
い
ず
れ
も
具
体
的
な
規
制
措
置
を
念
頭
に
お
答
え
し
た
も
の
で
は
な
い
。

十
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
規
制
の
目
的
や
具
体
的
な
措
置
の
内
容
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
概
に
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

例
え
ば
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
七
十
五
条
は
、
憲
法
第
二
十
一
条
に
違
反
し
な
い
と
考
え
て
い

る
。

十
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
答
弁
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
情
報
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
法
律
上
違
法

と
さ
れ
て
い
る
情
報
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
が
難
し
い
面
が
あ
る
こ
と
を
お
答
え
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

三


